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会社概要

* 開発拠点及びマーケティング拠点としての活動を担っています。

3

会社名 株式会社ヌーラボ

設立年月日 2004年3月29日

所在地 福岡県福岡市中央区大名一丁目8番6号

国内拠点 東京事務所、京都事務所

海外子会社 Nulab USA, Inc. (ニューヨーク)
Nulab Netherlands B.V. (アムステルダム)

公式HP

https://nulab.com/ja/
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サービス紹介｜会社概要
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ビジュアルコラボレーションツールプロジェクト管理ツール

ヌーラボ製品のセキュリティとガバナンスを強化するサービス

ヌーラボは組織やチームのコラボレーションを促進するサービスと

企業が必要とするセキュリティとガバナンスに対応するサービスを提供しています。



© 2025 Nulab Inc. All rights reserved.

市場トレンド ｜市場トレンド

IT組織の重要度が飛躍的に変化
約６割の企業が IT 組織の重要度が増したと回答。

※1企業IT動向調査報告書 2021 ユーザー企業のIT投資・活用の最新動向ユーザー企業のIT投資・活用の最新動向(2020年度調査) p189、p192より
https://juas.or.jp/cms/media/2021/04/JUAS_IT2021.pdf

図 新型コロナ禍前後の IT 組織の重要度の変化 ※１

新型コロナ禍により、多数の企業において、

テレワーク（在宅勤務）や非接触の顧客対

応など、IT を活用した業務形態へ急激な転

換が求められていると思います。

このような環境変化により、IT 組織の重要

性がどの程度変化したかをこちらの図に示

しておりますが、「大きく重要度が増し

た」企業が 12.6%、「重要度が増した」企

業が 48.1%となり、合わせて約 6 割の企業に

おいて、企業内での位置付けに変化がある

ことがわかりました。
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https://juas.or.jp/cms/media/2021/04/JUAS_IT2021.pdf


© 2025 Nulab Inc. All rights reserved.

市場トレンド ｜市場トレンド

今後、IT組織に期待する役割として大きく重視する役割は
「IT を用いたビジネスモデルの企画・推進」、「IT 人材の採用・育成」

※1企業IT動向調査報告書 2021 ユーザー企業のIT投資・活用の最新動向ユーザー企業のIT投資・活用の最新動向(2020年度調査) p193より
https://juas.or.jp/cms/media/2021/04/JUAS_IT2021.pdf

新型コロナ禍前後で、重視する IT 組織の機能・役割
がどのように変化したかを示したものが左図です。

新型コロナ発生前と今後を比較すると、大きく重視
度が増した機能・役割は、「IT を用いたビジネスモ
デルの企画・推進（＋15.3）」「IT 人材の採用・育
成（＋12.8）」の大きく２つです。

図 新型コロナ禍前後の重視する IT 組織の機能・役割 ※１
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https://juas.or.jp/cms/media/2021/04/JUAS_IT2021.pdf
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IT部門の課題｜IT組織の現状と課題

一方、IT部門が抱える課題では、

「コンプライアンス関連の負担増」、「運用・保守の負荷増大」が上位に。

※1資料：「日経コンピュータ」2008 年 12 月 1 日号P52 （特集第 2 回プロジェクト実態調査 800 社、有効回答数 752 件）から転載

図 IT 部門が抱える課題※１

「IT を用いたビジネスモデルの企画・推進」、
「IT 人材の採用・育成」など、行いたい

現行システムの運用保守などの業務に追われ
対応が追いつかない現状
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IT組織の業務が逼迫する理由｜ IT組織の現状と課題

コンプライアンス関連
の負担増

運用・保守の負荷増大

課題

• SaaSサービス、VPNなど新ITシステム導入の機会増加

• 人口減少や求人倍率の上昇などに伴い、人員不足※１

• レガシーシステムを管理

世代交代で、導入時に対応した人が社内にいない状態

要因

• テレワーク導入の広がり、内部不正や不注意に起因する問題や

トラブル対応。

• オフィス業務のデジタル化に伴う制度改正への対応

例：R４年１月電子帳簿保存法の改正

R５年10月電子インボイス制度の導入

IT組織の業務が逼迫する要因

8
※1 参照元：https://www.r-agent.com/business/knowhow/article/4144/
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運用・保守の負荷増大の３大要素｜ IT組織の現状と課題

運用・保守の負荷増大の三大要素

機器運用

他事業部門からの
問い合わせ対応

ITツールの
アイデンティティ管

理
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運用・保守の負荷を分解してみると大きくこの３つ
に分けられると思います。

1. 機器運用では、社内ルールの周知徹底。メール

や電話での機器の購入申請、バージョンアップ管

理などのPCライフサイクルに合わせた多岐にわた

る業務

2. 今後増え続けるSaaSなどITツールのアイデンティ

ティ管理は、決裁フローがいまだに紙ベースでの

スタンプラリー

3. 他事業部からの問い合わせはメールや電話で受

付、対応。案件管理はExcelなどの表計算ツールや

紙ベース
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運用・保守の負荷増大の３大要素｜ IT組織の現状と課題

システム

運用・保守業務

機器運用

アイデンティティ管理

問い合わせ対応

更に運用に使用するツール、ファイル管理、それらを取りまとめすることも業

務負荷に。これらをまとめてお手伝いするのがBacklogです。

使用ツール（一例）

状況により異なる複数のツールを使用

ツールを使い分けること自体が負荷に

タスク管理やWiki など

豊富な機能がオールインワン
10
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プロジェクト・タスク管理ツール

Backlog
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課題の設定・進捗の共有・ファイルの管理・権限管理まで

幅広くこなすプロジェクト管理ツール

Backlogでできること｜ Backlog

Backlogの概要

基本となるタスク管理機能

見やすく手軽に

履歴も残るWiki

（ドキュメント管理）

出先からも楽々

タスク管理

モバイルアプリ

大きなファイルの

共有も簡単

絵文字とスターで円滑な

コミュニケーション

ExcelとCSVによる

データエクスポート

お客様サポートに便利な

メールによる課題登録
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・Backlog 上でタスクを登録することで、
誰がどんなタスクに取り組んでいるか
明確把握できる。

・Backlog に情報をストックしていくこと
で、過去の事例を参考にしたい時も
簡単に見返すことができる。

Backlogでできること｜ Backlog

Backlogの概要
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各タスクの進捗や期限日なども直感的に把
握しやすいカンバンボードやガントチャー
ト機能があり、担当者はタスクの優先度を
簡単に確認することができる。

また管理者側はチームの稼働状況や実績を
手間なく集計することも。

Backlogでできること｜ Backlog

Backlogの概要
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IT部門ご活用 Case１ 機器運用

Case１ 機器運用｜ Backlogのシーン別使用例

15
※ 参考：https://www.solnet-dot.com/forcus-sol/it-7/c-lcm/
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Case１ 機器運用編ーよくあるお悩み

Case１ 機器運用｜ Backlogのシーン別使用例
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- 突如訪れるバージョンUPの通知。タスクは突然に。

- 他部署のユーザーが読んでくれたのか不安になる

- 情シスからのお知らせ（お願い）メールを

受け手は読んでくれたのか不安になる

- 膨大な問い合わせ

- 抜け漏れがないか不安
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Backlog PC購入・故障などの対応は、PCユーザーが課題で申請

必要な項目をあらかじめテンプレートを登録して漏れがないように運用
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Case１ 機器運用｜ Backlogのシーン別使用例

課題登録画面（編集中） 課題登録後

テンプレート化するこ
とで必要項目が予め入
力されている

※一般的に「タスク」と呼ばれているものをBacklogでは「課題」と呼びます。

仕様の確認など抜け漏
れを防ぐことができる
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Backlog 申請フローなどはWikiを使って、業務・申請フローを管理・共有

社内で予め知っておいてほしいPC購入に関するルールをWikiの機能で文章を保存しておくことで、
Backlog上で申請に関わる書類や、連絡が一括管理できる

・外部サイトにリンクも可能

・文字の装飾や絵文字の挿入も可能

・ファイルを添付することも

・編集履歴も残るので安心

・PDFとして出力可能。

・紙の印刷にも対応。

18

Case１ 機器運用｜ Backlogのシーン別使用例
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Backlog

チェックボックス化して作業の進捗を把握しやすく！

19

Case１ 機器運用｜ Backlogのシーン別使用例

初期設定は、PCユーザーを担当者にして課題で依頼①

チェックして
フローを確認
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Backlog 初期設定は、PCユーザーを担当者にして課題で依頼②

お知らせ欄で通知、「自分の課題」の一覧にも表示されるので、

情報を探しに行く手間もなく、埋もれにくい。

20

Case１ 機器運用｜ Backlogのシーン別使用例

ダッシュボードのお知らせ機能 課題一覧の中で、素早く情報にアクセス

ワンクリックで
課題詳細に
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メールによる自動課題登録で、課題登録忘れも防止

担当者、期日、カテゴリーなどの自動設定

Backlog 問い合わせなどの対応は、自動課題登録設定で登録漏れも防ぐ

21

Case１ 機器運用｜ Backlogのシーン別使用例

川崎真理子
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未読・既読機能で、全員が開封したかの確認もできる

Backlog バージョンUPなどの複数人への通知も課題登録で全社展開可能

22

Case１ 機器運用｜ Backlogのシーン別使用例

コメント欄課題詳細画面
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ID申請従来の方法

IT部門

ID欲しい！！

他部門

メール

タスク追加

ツール

手続き実行

ID付与連絡

追加要件確認

ID申請

申請方法確認 ファイルなど

Excelなど

表計算ソフト

メール

メール

タスク管理
Excelなど

表計算ソフト

23

Case２ ID管理｜ Backlogのシーン別使用例

Case２ ID管理

ID申請ひとつでも
複数のツールを使用し、複数の工程、やりとり
が発生。

新入社員がの入社の時期は、この工程が複数部
署にまたがるので
管理だけでも業務が逼迫。
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IT部門ご活用 Case２ ID管理編ーよくあるお悩み

24

- ID・PW忘れる人が多すぎる 捌き切れない問い合わせ

- あれ、これって誰やってる？抜け漏れがないか不安

- 対応して、連絡して、タスク管理表に記入して・・・

1件の問い合わせでも、たくさんの工程とたくさんのツール

Case２ ID管理｜ Backlogのシーン別使用例
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Backlogの場合

・追加した課題の内容はメールで自動通知

・ガントチャート、バーンダウンチャートを自動生成

手続き完了

ID申請用のプロジェクト作成

課題作成で申請
※テンプレート設定、Wikiでドキュメント管理で便利

課題を元に社内手続き

25

Case２ ID管理｜ Backlogのシーン別使用例

Case２ ID管理 ID付与をワークフローツールとして利用することで一気通貫に
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Backlog タスクの進捗管理は課題一覧で

進捗を確認しやすい上、業務や情報が埋もれる状況を防げる！

26

Case２ ID管理｜ Backlogのシーン別使用例

それぞれの課題の進捗、担当者が

一覧で見ることができる。

「どこまでやったか」をタスク管理表に

記載して管理ということも不要

課題一覧画面

カテゴリ、マイルストン、
担当者でソートすることも
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Backlog 進めていく中での確認・共有は課題のコメント欄に

誰が、いつ、何をしたか、課題の中に履歴として残るので、

報告・確認、業務の引き継ぎもBacklogひとつで完了。

27

Case２ ID管理｜ Backlogのシーン別使用例

課題を進めていく中でも、コメント欄に全ての
履歴が残ります。

コメント以外でも、この課題に対して誰がいつ、
何を行ったか履歴として残ります。

IT部門内での報告、他部門への確認、業務の引き
継ぎもこれひとつで完了します。

課題詳細画面 コメント欄
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ご導入事例｜Backlog
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事例 URL はこちら

Backlog を選んだ理由

■エクセルの工程表からBacklogの課題とガントチャート

機能に切り替えられたことで、多い時で1日20件は発生

していたメールリレーを効率化できた

■直感的な操作性のBacklogはITツールに慣れていない職

種でもすぐに利用できるため、部署間の連携を促進

Backlog
活用事例

社内業務のデジタイゼーションを促進して、部署間
の連携を促すワークフロー構築

会社名
業種
規模
利用部署
利用用途

株式会社アダル 様
製造・メーカー
30アカウント（2020年時点）
IT事業室、経営企画室、企画開発室、営業本部
業務マネジメント、業務コニュニケーション

https://nulab.com/ja/customers/case-study-adal/
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まとめ｜Backlogで運用・保守業務を一元化

• タスクの起票から、ガントチャート、Wikiなど複数のツール

からの一元管理

• 膨大な問い合わせもメール登録で自動で課題作成

• 誰がどんなタスクや業務を持っているか明確に整理できるの

で抜漏れの心配がない

• タスクごとに情報をストックできるので見返しもラクラク！

• 誰でも使いやすいUI UXなので、他部署との連携が簡単！

29

まとめ IT部門の運用業務を、Backlogで行うことのメリットBacklog
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ご利用までのフロー｜Backlog

Backlog ご利用開始までは３ステップBacklog
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ご利用までのフロー ｜Backlog

Backlog の基本的な枠組み スペースBacklog

Backlogを始めるには、

まず、Backlogスペースを作ります。

Backlogスペースはご契約単位です。

スペースとは、Backlogの契約単位ごとに提供される
領域で、各プランに応じて決まったストレージ
領域と、ユーザーアカウントの上限（スタンダード
プラン以上は無制限）があります。

実際にBacklogでタスク管理をするためには、このス

ペースというまっさらな土地に「プロジェクト」と
呼ばれる、タスクを登録する入れ物を作る必要があ
ります。

スペースについては詳細はこちら

https://support-ja.backlog.com/hc/ja/articles/360033760873-%E6%9C%80%E5%88%9D%E3%81%AB%E8%A6%9A%E3%81%88%E3%81%9F%E3%81%84%EF%BC%94%E3%81%A4%E3%81%AE%E7%94%A8%E8%AA%9E
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Backlog スペース作成方法Backlog

ご利用までのフロー ｜Backlog

プランと料金のページよりご希望のプランを選

択し、フォームに必要事項を入力してお申し込
みください。
どのプランにも30日間の無料トライアル期間が
あります。

トライアル開始までの流れについてはこちら

https://backlog.com/ja/pricing/
https://support-ja.backlog.com/hc/ja/articles/360035646094


© 2025 Nulab Inc. All rights reserved.
33

ご利用までのフロー ｜Backlog

Backlog スペース作成方法Backlog

スペースIDは
変更不可

フォームに必要事項を入力して「無料で試して
みる」ボタンをクリックしてください。

トライアル期間の終了後も継続して利用したい
場合は正式登録をしてください。正式登録を

せずトライアル期間が終了すると利用できなく
なります。

トライアル期間の終了後も30日以内であれば正
式登録ができます。

https://backlog.com/ja/support/account/post-8/
https://support-ja.backlog.com/hc/ja/articles/360035645794/
https://support-ja.backlog.com/hc/ja/articles/360035645794/
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プロジェクト

Ç

Ç

Ç

Ç

Ç

Ç

Ç

Ç

Ç

Ç

Ç

Ç

Ç

人を招待

ご利用までのフロー ｜Backlog

Backlogプロジェクト作成・招待方法Backlog
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ご利用までのフロー ｜Backlog

Backlogプロジェクト作成・招待方法Backlog

プロジェクトの作成方法ついてはこちら

以下のいずれかをクリックすると、プロジェクト
作成画面が表示されます。

• ダッシュボードのプロジェクト欄の
＋ボタン

• グローバルバーの＋ボタン＞プロジェクトの
追加

プロジェクト名とプロジェクトキーを入力して登
録ボタンをクリックしてください。

プロジェクトキーは、プロジェ
クトにアクセスする際のURLの

一部となります。

https://support-ja.backlog.com/hc/ja/articles/360034557094
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ご利用までのフロー ｜Backlog

Backlogプロジェクト作成・招待方法Backlog

メンバーの招待方法ついてはこちら

少数のメンバーを招待する場合は、
メールアドレスを入力して招待しましょう。

また、一気に多数のメンバーを招待したい場合
はCSVで一括登録するのがよいでしょう。

https://support-ja.backlog.com/hc/ja/articles/360035075993
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プランと料金｜Backlog

プランとご料金 年間ご契約で２ヶ月分割引Backlog

スタータープラン※１

¥2,970 / 月

1GB

スタンダードプラン

¥17,600 / 月

30GB

プレミアムプラン

¥29,700 / 月

100GB

プラチナプラン

¥82,500 / 月

300GB

価 格 は お 問 い 合 わ せ く だ さ い

無制限ストレージ（容量）

プロジェクト数 5 100 無制限 無制限 無制限

ユーザー数 30 人 無制限※2 無制限※2 無制限※2 10 人～

Subversion / Git ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

ファイル共有 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

ガントチャート ✓ ✓ ✓ ✓

バーンダウンチャート ✓ ✓ ✓ ✓

アクセス制限 (IP 制限) 50 個まで 100 個まで 無制限 無制限

課題のテンプレート ✓ ✓ ✓ ✓

属性のカスタマイズ ✓ ✓ ✓

認証 ２段階認証によるアクセス制限 ２段階認証によるアクセス制限 Active Directory 連携

その他

オンプレミス型

エンタープライズ

・プライオリティサポート

・アクセスログの提供

・セキュリティチェック

シートの提供

・Cacooエンタープライズ

との連携

37
※1 スタータープランではガントチャート・バーンダウンチャートの自動生成ができません。ご注意ください。 ※2 安定した運用を維持するため、最大10,000人までを推奨しています。 ＊価格はすべて税込み表示です。
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セキュリティ

アクセス周りのセキュリティ対策が心配

38

サービスが増えると、ID 管理やセキュリティ対策が心配・・・

ヌーラボ製品を扱う
セキュリティをより強化したい

ID管理がまた増える・・・
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Backlogの基本的な枠組み｜セキュリティ

Backlog の基本的な枠組み プロジェクトBacklog

同じスペース内にあるプロジェクトでも、

それぞれのプロジェクトで、閲覧権限、編集権限
というものが独立して分かれいます。

ユーザーは自分が参加しているプロジェクトのみ
見ることができます

この場合、Cさんはαプロジェクト
の中身を見ることができない。
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お客様の情報を高いセキュリティでお守りします

（情報セキュリティマネジメントシステム「ISMS」取得済み）

安心のデータ保護対策

✓信頼性の高いデータセンタ「AWS」を利用。

✓安心のリアルタイムデータバックアップ対策。
✓情報セキュリティマネジメントシステム(ISMS)も取得

不正利用への対策
✓不正なアクセスはブロック。
✓アクセスログの提供も可能。
✓全ての通信をSSLにより暗号化。

✓セキュリティ問題への迅速な対応。

障害対策

✓複数のデータセンタに分散管理。
✓24時間365日サーバを監視、迅速な障害対策。

✓障害やメンテナンス情報の事前お知らせ。

Backlog Backlog のセキュリティ

Backlogのセキュリティ｜セキュリティ
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https://nulab.com/ja/document/nulabpass-service/

以下URLより資料ダウンロード

SAML認証方式によるSSOや監査ログのセキュリティ強化オプション

ヌーラボサービスのセキュリティ

Backlog セキュリティ管理強化オプションのご提供

https://nulab.com/ja/document/nulabpass-service/
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Nulab Pass｜ヌーラボサービスのセキュリティ

42

IDaaS サービスに紐づけてSSO（シングルサインオン）を実現！

IDパスワード管理をラクにしながら強固なセキュリティ対策が可能

SAML認証方式による

SSO
シングルサインオン

管理者が作成・変更・削除を一括でできる

監査ログ

メンバーの活動をいつでも
CSVでダウンロード

管理対象アカウント

ヌーラボ製品セキュリティ管理強化オプションのご提供
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SAML認証方式によるSSO（シングルサインオン）で

ログイン時にIDプロバイダー(※)を介してアカウント認証

※ Nulab PassのSAML認証方式によるSSOを利用するには、IDプロバイダーがSAML2.0に対応していることが必須です。

Nulab Pass｜ヌーラボサービスのセキュリティ

Microsoft 
Entra ID

（旧：Azure AD）
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「管理対象アカウント」機能で

管理者がアカウントの作成・変更・削除を一括でできる

管理対象アカウント ヌーラボアカウント

アカウント管理権限
管理者は組織(※)内のアカウントを
一括で作成・変更・削除できる

ユーザーが自身のアカウントを
作成・変更・削除できる

※管理者はアカウントの作成・変更・削除が一切で
きない

SAML認証 可能 不可

所属組織
管理者が管理する組織(※)にのみ
ユーザーを所属させられる

ユーザーは複数の組織(※)に所属できる

※管理者はユーザーが所属する組織を
制限できない

※組織：ヌーラボではサービスを利用するメンバーやチームの箱を「組織」と定義しています

Nulab Pass｜ヌーラボサービスのセキュリティ
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「監査ログ」機能で、情報漏えいなどのインシデントが発生した際、

タイムリーに不審なアクティビティを特定できる

監査ログ Backlogアクセスログ(※)

監査を目的として記録するログ アクセスされた結果を記録するログ

操作内容が詳細に記録される・課題など
を閲覧しただけでは記録されない

操作内容は詳細には記録されない・課題
などを閲覧しただけでも記録される

いつでもダウンロードが可能 翌月にならないと閲覧できない

※Backlogのアクセスログはプラチナプランご利用のスペースで、毎月10日に前月のアクセスログを提供します。

基本的に追加・更新・削除に関する操作が監査ログとして記録されます。

Nulab Pass｜ヌーラボサービスのセキュリティ
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Nulab Passのご料金

Nulab Pass｜ヌーラボサービスのセキュリティ

ユーザー数 月額

3以下 ¥990 / 月

10以下 ¥2,970 / 月

20以下 ¥5,940 / 月

30以下 ¥8,415 / 月

50以下 ¥14,025 / 月

75以下 ¥21,037 / 月

100以下 ¥26,400 / 月

※価格はすべて税込み表示です。

(例)￥990~

(3ユーザー / 月の場合)

組織のユーザー数に応じた料金体系

30日間の無料お試し後 料金シミュレーション

※101名以上のユーザー数の料金もご用意
しておりますのでお問い合わせください。

■注意事項
• Nulab Pass利用料金に加えてヌーラボサービス（Backlog、Cacoo）の利用料金が
別途加算されます。

• 表記の金額は2024年1月時点の金額です。
• お支払い方法は、クレジットカード決済・銀行振り込みに対応しています。
• 課金対象は、Nulab Passを導入する組織内の全アカウントです。管理対象アカウ
ントとヌーラボアカウントの両方が課金対象となります。

• Backlogクラシックプランをご利用の方は、新プランへの移行が必要です。
• Backlogエンタープライズ版をご利用の方は、ASP版Backlogへの移行が必要です。

https://support-ja.backlog.com/hc/ja/articles/360035647094
https://backlog.com/ja/backlog-migration/releases.html
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Backlog ＋ Nulab Pass ご利用料金イメージ

Nulab Pass｜ヌーラボサービスのセキュリティ

※ユーザー数無制限(金額変動無し)

プレミアムプラン

¥29,700／月
＋

100人以下料金

¥26,400／月

月々の合計金額

¥56,100／月

例：95名のユーザーでBacklogプレミアムプランご利用の場合

両サービスの
概算見積書の発行はこちら

https://nulab.com/ja/estimate/
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よくあるご質問 導入後のサポートは？

✔ チャット

✔ ヘルプセンター

✔ 動画解説（Youtube）

✔ セミナー

をご用意しております！

状況に応じたサポート体制を整えております。

また、ユーザーコミュニティも存在し、

他社の活用事例などを参考にできる機会も設けております。

よくあるご質問

おすすめサイト：サル先生のプロジェクト管理入門

https://support-ja.backlog.com/hc/ja
https://www.youtube.com/user/BacklogJapan
https://backlog.com/ja/project-management-guide/
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・ 個別相談会受付中

ご予約はこちらをクリック

・ 30日間の無料トライアルも即可能

トライアル開始はこちらをクリック

個別相談会予約用QRコード

トライアル開始 QRコード

https://calendly.com/nulab_is/backlog-web2
https://backlog.com/ja/pricing/?gclid=CjwKCAiA5t-OBhByEiwAhR-hm58oZXnMhwkTJnsIlM90iHG3qnPQSlfPzddQjw_hAiqz1-lxa9CyzxoCV9QQAvD_BwE
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